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　切迫流産，反復流産の 治療は産婦人科に於 ける重要な

課題の
一

っ で あ る．しか して こ れ ら流早産の治療 の 実際

に当つ て は従来経験的 な 各種療法が 行 な わ れ 明確な 治療

墓準もな く，そ の 治療成績 ts　TO〜80％前後であ っ て 著 る

し く向上 して い る とは 言 い 難い 状態であ る．こ の 様な流

早 産 の 治療面 に於 け る現況は 流早産 の 原因，本態が 尚充

分明らか に さ れて い ない こ とに よ る もの と考 え られ る．

流早産の原因 に関す る研究は最近進展し ， 多 くの 事実特

に 妊卵 の 異 常 に つ い て の 業績 Hertig （1943）
2°），Shettles

（ユ956）6σ）
JJavert （1957）

25 〕
，　が 多 くみ られ る 様 に なつ

た．し か し こ の様な流早産の原因に っ い て の 研究は多 く

の 場合自然流産 につ い て 行なわれ，臨床的に蹟粛 み られ

治療 の 対稱 とな る 切迫流早産 の 研究 は極め て 少な い Ja・

vert （195T）2m ．しか して 切迫流早産時 に於け る内分泌環

境 に対する 研究も今尚充分でな く下垂体 ， 胎盤 ， 卵巣 に

於 け る 中 樞性 調節機転 ，あ るい は そ の 機能異常時 に於け

る状況 に っ い て は殆ん ど明 らか に され て い な い ．妊娠は

母，児 ， 双方の 内分泌 の 均衡の上 に成立す る と想定し得

る もの で あ っ て 流早産の 治療，特 にホ ル モ ン 療法施行 に

際 して は 各内分泌の 全容 ， 特に 各性 ホ ル モ ン の 相互関係

を 明 らか にす る こ とは臨床上の 急務であ る，

　最近 に お ける 化 学 の 進歩 に 伴な い 多 くの ホ ル モ ン 剤 が

登場 し使用量 も漸次高単位 とな っ て 来て お り内分泌療法

も
一

っ の 転換期 を迎え て い る。流早産に於け る Progest−

eron 療法 に於 い て は合成 Gestagen の 出現，使用量の 増

大な どがみられる反面 そ の 乱用 の 副作用 が 問題 とな っ て

来 た ．又 Progesteron以外 に HCG ，　 Estrogen 剤 の

切迫流早産に 対す る効果にっ い て も多 くの 検討が行なわ

れ る と共 に．又 全 くホ ル モ ン 剤を使用しな い で安静 ， 精紳

身体療法 （Psychosomatic 　 therapy ）Javert（1957）：fi）
，

を強調す る学派 も現 わ れ ，従来 の流早産時 ホ ル モ ン 療法

の 意義 にっ い て 再検討を 要 す る 時 期が到来 し て い る ．

　以 上 の 如 き事情 は 習慣性流早産に於い て も同様であつ

て そ の 複雜な る原因 の 探究，治療方法にっ い て は数多 く

の 研究 ， 知見が 発表 さ れ て い る が 新 ら しい 問 題 が 次 々 と

発生 しre・tcの 得 て い る 知識は尚不充分であ る．本分野 に

於 い て は Palmer ＆ Lacomme （1948）5s＞，Lash ＆ Lash

（1950）
35 ｝，渡辺 （1952）

8：）
等に よ つ て 内子宮 口閉鎖不 全

に よる 頚管不全症に っ い て の 業績 が報告 され 。 習慣性 流

早産の 臨床に新 らしい 進展をみた が そ の 成因，あ る い は

内分泌学的諸問題 にっ い て は 尚多 くの 解明 を 要す る点が

あ る ．

　本研究に於 い て は 切 迫流早産，習慣性流早産に っ い て

統計的，総合的内分泌検索を 行 な い ，こ れ らの 場合 に 於

ける 腦下垂体 ， 胎盤 ， 卵巣 ， 副腎， 各内分泌 の 相互 関係

を 明 らか に し流早産開始前 の 内分泌状況 ， 流早産開始後

の 内分泌変動，習慣性 流早産患者 に 於ける非妊時内分泌

状況 を追及 し，こ れ に よっ て 流早産発 来 の 内分泌的原

因，切迫流早産 の 内分泌的本態 ， 予後 と内分泌 の関係 ，

ホ ル モ ン 療法 に っ い て の 検討等 を行 な い 若千 の 知見を得

る こ とが 出来 た の で こ 」 に報告 した い ．

　　　　　　　　　皿 　被 検 例

　研 究対稱は鳥取大学医学部産婦 人 科教室 に於 け る1959

年 4 月 よ り1960年12月迄の 1 年 9 ヵ 月間 の 産科外来及 び

入 院患者であ る．こ の 間 に於け る外来患者総数3374名，

こ の 中産科外来患者の 総計 8eT名で こ れ につ い て 諸統計

を行 な つ た ．又 8D7例 中総流 早 産患 者 は 203例 ，習慣 性

流早産患者 は33例で こ れ に つ い て 同 じ く諸統計を行 な つ

た ．

　　　　　　　　 HI 　臨床統計

　 1　緒　言

　 前 述 し た如 く流早産 に 於 け る 諸因，特 に 内分泌的諸因

子 の 関連 を 明らか に した い と考 え一
連 の 検索 を行 な っ た

わけであ るが ， こ れ ら に先立 つ て流早産の実態を知る
一一

序 と して 当教室 に於 け る流早産の 頻度 ， 患者の 年令，妊

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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娠月数 ， 流早産と季節 の 関係，流早産 と妊娠 回 数 の 鬨

係 ， 流早産と月経周期 の 関係，流早産 と人 工 妊 娠 中絶 と

の 閧係 ， 其の 他 に つ い て 調査 した，尚本研究では切迫流

早産，完全流産，不完全流産 ， 稽留流産 ， 遷延流産 ， 進

行性流早産等を
一

括 した 場合は 仮 に 総流甲産 と記載し

（但 し人 工 流早産を 除 く）実際 に 自然流早産した場 合の

み 煢 意味す る場合 は 自然流早産 とし て 必 要 に応 じて こ れ

を 区別 した．本研究に於ける 総流早産 208例 の 内譯 は 切

迫流産 175例 ， 進行性流早産及び 不完全流産14個L 切迫

早産14例で完全流産其 の 他は 都合に よ り除外 した 。

　習慣性 流早産に つ い て 同様 の 集計 を行 な い 対稱 正 常妊

娠 群及 び
一

般流早産 との 関係 を 求め た．本報告 に於 け る

習慣性 流早産と は 3 回 以 上 の 流早産既 往を有す る も の で

あ る ．

　 2　 本 論

　1） 頻　度

　表 1 の 如 く産科タト来総数 807例 に 対す る流早産総数 2

0S例 25．2％ で あ り総流産 189例 2S．4％，早産 14例 工．7％

で あ る。又 習慣性流早産患者 は 産科外来総数 に 対 し 4。1

％ ， 又対稱 正常妊娠総数 604例 に対して総流産31．3％，

習慣性流早産 5。5％ に な る。

表 2　 妊 娠 訂 数 別 流 早 産 発 ⊥ 率
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表 3 （1 ）　 午令 別 流 早 産発 牛 数及 び そ の 百 分 率
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j　 流早 産 月数壅 3 ∬ 　表2 の如く本研究に於ける

娠 月 数 別流早産 率 は そ の う ちの 総流 産 率に つ いて は

娠 9 ヵ 月 が 最も 多く3生 5 ％，次いで 妊 娠 ］ 11 ヵ月27 ．1 ％

妊娠V カ 月11． 3 ％ ，妊娠 ET カ月9．9 ％である。

迫流早 産 月数 別 発生 率は諸 報告 と若 干 の 差 異が認め

れ た．この理由 に っ い て は後述す る ．
総 早 産 に っいては妊

NU ヵ 月 2％， 　 K ヵ

2 ．9 ％，

ヵ月 296 で あ る ． 　 3） 年 　令 　流早産と年 令の

係 は 表 3 の 如く 実 数 は26〜30 才に 於 いて最も 多く全 体

36、5％ を占め，次いで2 ユ〜25 才の 26 。6 ％，31〜35 才 の2

D2 ％，36 〜 40 才の 10 ． 8 ％と な り他 表 3

2 ） 　各 々

代総妊

数に対する

早産発生率

年令 （ 才 ）
〜 20

1〜

2
`30
婦総

Ai聳流早 数

5 232

D ．多． ．

［4

・tl

4 ⊥x T．o

A　（％

11 ．

23．731

35 J

36404

〜

．8
−

〜．

2263

23 ．6 夛 ． 3 バ亠 」 ｝鹵 ？］ 2
C242 ． 9 の 年 代層 では著 るし く 少 ない 。し

し 年令別流 産 発 生 率 で は 高年に な る

従つて 哨らか に増加し てい

（表 3 の 2 ），早 産 に つ いては 表 の 通 り であ る。

@4） 流
早 産 と 季 節の関係 　 表4 の 如 く総 流牽 及 び 切 迫流

の 発生 率は 各 k8 月 ， ］ 2 月， 6 月に 多 く 10 月 ，

獅 ﾉ 少

い ．季節別では夏に ．

も多 く 秋 に 少 な い。早産 で は冬 季 に高率の発 生 が みら

た。 　 5 ） 　 流 早 産 と 既往 妊娠 　 表 5 に示す如 く 初 藍婦 に
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表 4　季 節 別 ，及 月 別 流 早 産発 生 率
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表 5　初 産 及 び 経 産 別 流 早 産発生 率

総 　流　 産

早 産

対 称 正 常 妊 娠

訐
一
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尚 総流産 の実数 につ い て調査 すると表 6 に示す如く

1 回 〜第 4 回 迄 の 妊 娠時 に於ける流 産が 圧 倒的に多

総 流産 数の si 、 を 占 め

ことに な
る

．早産 で も 同
様 で あ

る．
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　6 ） 流 早 産

流早産既往症との 関 係 　流 早 産 発 生 率 は既 往の流早産 回 数に

例 レて増加す る ．表7 め 如く流早産既往のな い も の》流早

発生率 1

D9 ％ ， 1 回の流早産 既往 の あ るもの で は27 ． 9 ％，

  で 51 ．5％である ，同 様の関係 を流早産Pt ＊の既往

娠数 3 ． 2 5．9 に対する既往流早産率に っ いて

査すると表 8 の 如く早 産5 ％ ， 流産22 ． 4 ％ と

り 対

正常妊 娠群に於け る既 往 妊娠数 に対

る早産3 ． T ％， 流産 11 ．T ％と比 較 す る と流 早

群 に 於 いて既往流 早産 が多いこと が明らか に な っ た．

7 ）自 然流早産と 既 往人 工流産の 閧係 　流 早産 群に 於

る 既往 妊 娠数に 対 す る既往 人 工 流 産

の 比は31 ．5 ％となり

対稱 正常妊娠 群のそれ は 3e ％ と な る （ 表8 ）．従

て 人工 妊 娠中絶と流 早 産発

と の関係に は直接の関 係は

めら れな か った． 　8 ） 流早産と月経と の関係 　 性

期異 常と流早産の 関係を 明らかにする目的をもつ て以下の

査 を 行な っ た ． 　 a ． 流 早

と 初潮年令の 関係 　 表 9 に示す 如 く総

産 群 の初潮平 均 年 令は 14 ． 5 才 ，対 稱正常妊 娠群

は15才で早産群では 14 ．1 才であり 初潮年 令に著 差
は認められ

かった
．

　 b ， 流 早 産 と性 周期，規 ， 不 規 則の関係 　表
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表 9 対 称 正 常妊娠 及 び 流 早産 の 初潮 乍 令

，
竺幣 膣翻 鞳 瞬 睡 「鑼羅

｝ト 11　 1
B 　　　　66　　　 38
14　　　 2 「4　　　 72
15　 　 　 164　 　 　 　 　 　 　 　 37
16　 　 　 　 γ1　 　 　 　 　 　 　 　 27
17　 　 　 　 4

’
L　 　 　 　 　 　 　 　 11

18　 　 　 　 23　 　 　 　 　 　 　 　 7
丁9　 　 　 　 10　 　 　 　 　 　 　 　 0
2σ　　　 ；1

−
　　　3

　　　 604r計　 　 　 　 　 　 　 203

初 潮 平 均

艀 ）
ユ5，0 ヱ4．5

　　　　　　　　　1
　 3　「　 0　　　 〔｝

　 5　　　 〔，　　　　 0
36　　 　 2　 　 　 　 　 　 　 　 8
67　　　 5　 　 　 　 　 　 　 ユ6
36　　　 1　 　 　 　 　 　 　 　 6
22　 　 　 　 5　　　　 0
10　 　 　 　 1　　　　 1

　 ア　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 2

1　1　 1
−

l
l89　 　 　 14　　　 33

］4．6

日産婦
・
誌 14卷 12達｝

ユ4’1
　

14’311

　本研究で は 3回 以一ヒの 流 早産の 既往症ある も の を 習慣

性流早産と規定 した。

　 a．頻　度

　産科総数に対して 4。1％ ， 総流早産数 に対して 工6。3％
で あ る （表 1）．33例 の 既往流早産回数別

一
覧 は表 12で あ

る e 父 こ れを原発性 ，続発性 に 分類す る と表 13である．

表 12　習 噴件 流 早 産 の 既 往 流 早 産 回 数 （33例）

表 ／0 　薪五早 蘚…と
．陛皇周 期

則

　
規

群

規

騨

不

則

　
月

経

雑淵締 早 産 露雇 万
一

産

臘 磨
467

騰 劇 醐勲 臘 磨
国 92・8

灘斟

η ・・「152・4… 3・・3．・

i壅匚竺 三
… i・・3 ・。。

嚠
「．・。

　 13

tiilf／tA

室

6e．639

．4100

」

「
概 往流 早 如 数 旺仏 数

q

り

4
一
〇

計

鹽
〕〔

7

137

巫 1　1895620001

“
0

89

計

18
響
り

62

可
⊥

ユ
「熹

1
引1〔）O蕊

1

常妊 娠群 で は 月経周期正 常なる もの 46丁例 77．3％ ， 不 規

則 な る もの 137例 22．7％で わ ず か に 対稱 正 常妊 娠群 に

月経不規則が 少 な い ．早産例 で は 月経周期正常13例92．8
％ ，不規則 1例 7。2％で あ る．尚こ の 関係を 明 らか に す

る た め に総流産群 189例 ， 早産av14例，対稱正 常妊娠群

604例 ， 計 BOT例を月経規則，不 規 則 の 両 群 に 分か ち ，

そ の 既往 に 於 け る 正 常妊娠及び流早産 の 割合を調査 した

（表 工ユ）．こ の 結果で は表の 如 く月経周期不規則 群 に早産

数 が 著 る し く多い こ と が 判明 した ．流産群では こ の 関係

は不明瞭であ る．

　9） 習慣性流早産 に於け る諸統計

033

例

表 13　習
．
慣性 流 早 産 患 者 数

1騰 （人 ） 比 率 （％）

原 　 発　性

続 　発　性

計

15

18

33

45

55

表 11 　性周 期 （月 経 ，規 ，不 規） と 既 往 妊 娠 歴

　　　 （807例）

100

．
衷 14　妊娠 月 数別 習 慣 性 流早産 発 生 率
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7．71234
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　b．習慣性流早産月数別．表 14 （表 2参照）

習 慣性 流 甲産患者 ぽ 妊 娠 す れ ば無症状 の 時に 来院し治

療 の 開始 を求 め るの が 通常であ る．

　本表では治療 の 有無に 関係 な く流早産症状 の 現 わ れ た

妊 娠 月数に っ い て 調査 した．妊娠 皿カ 月 ， 妊娠硼【ヵ 月 に

山が み られ
一
般 に流早産群 に於 け る そ れ と比 較 して妊娠

前半で は署差 な く ， 後期 に は著 る し く多 くな つ て い る．

即 ち早産 は習慣性流 早産群 に多く現われ る 傾向が あ る．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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　 G．年令．表 15 （表 3参照）

　実数 ごは 31〜35才 に 多 く次 い で26〜30才 ， 21〜25才の

順 にな る ．従 っ て 年令別 習慣 性 流早産発生 率は
一般流早

産 ピ比 して 高年 に多発す る 傾向が強 い ．

　 d．季節 ．表16 （表 4 参照）

　
一
般流早産と同 じ く夏期 に発生 率 が 高い ．

　 e．既 往妊娠．表 17

　一
般 に 妊 娠 回数が多い こ とが うか がわれ る他 ， 対稱 と

比 し て 特徴 が 認 め られ な い 。

　 f．既往流早産別．表18・

　本表 と前表 8 を比較す る に平均妊娠回数は習農性流早

産 5．9回 ，

一
般流早産 3．2回，頬稱正常妊娠群 2．1回 と

表 18 　習 慣性 流 早 産 の 既 往 妊 娠歴 既 往流 ￥産率

離 妊娠 ・ 酬 各 妊 嫐 1百 分 率

正 　 　 　 産 29　　　
｛

　　　 14．8

　 早 　 　 　 産
1

墾 　1 …

流 産 94 48．0

人 工 流 産 35 17．0

表 15　年 令 別 習 慣性 流 早 産 発 牛 率

令 1例

総 妊 娠
1
数

年

　 〜2〔｝

21＝ 2δ

o

196 100

数 1百 分 率

　 　 　 　 　 o

6

π

18．133

．3

平 均 妊 娠 回 数 5．9

26〜3031

〜3536
〜404

ユ〜4546

〜

語

14110 42．43

．13

．1o

33 1　 100

表 16　季 節 別 習 慣 性流 早 産発 生 率

な り本群 に於 い て 著 る し く妊娠回数が高い ，他方正常産

は習慣性 流早産では14．8％ ，

一
般流早産群では 41．1％ ，

対稱 正 常妊娠群 で は 54。6％ とな り習慣性流早産群では著

る し く正常産が 少な い 。 又 習慣性流早産群 の 早産率 は

19．4％，流産率 は 48。0％で一
般流早産 ， 対稱 正 常妊娠群

に 比 して著 る し く多 く，他方入工流産圓 数は1τ．8％で対

稱正常妊娠群に比 して 明らか に少 な い ．

　 9．月経との 関係．表 19，20

　初潮年令は 平均 14．3才 で あ る ．月経周期 の 正 常 な もの

60．6％ ， 不規則な もの 39．4％であつ て 同 じ く
一
般流早産

群 ， 対構正 常妊娠群に 比 レて 月経不規則群が 多 く習慣性

流早産の 原因 と性 周期 異常 が 明 ら か であ る，

季 節 1 月 例 数

冬

春

夏

秋

計

／〜 34

〜 67

〜 9
］0〜12

7611933

表 17　既 往 妊 娠 数 別 慣 性 流 早 産数

既 往妊娠 回 数 例 数 （人）

0  

007

表 19　習 慣 性流早 産 の 初潮 年令

醐 年 令 （・ ） 陣
　 　 　 1Z L＿ 　
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　 　 　 　 8

数
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123456789101112
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〇

石一
1一
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令
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均

計

平
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初
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ワ
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　°
　
　

4

　
　

1

表 2D　習 慣性 流 早 産 と 性 周 期

1騰 （人） 比 率

規則 群

月経 　　　
一

　　 不 規則 群

20

13

60．6

39．4

　 3　考　按

　流早産の 頻度 を考慮す る に 際 し注意す べ き こ とは 妊娠

早期 に於 ける無 自覚 な流産であ る．Smith （1951）
69 ｝7°｝

　1’）it

17人 の婦人 に っ い て HCG の 継続測定 を行 な い 19回の 妊

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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娠 の 成立 を み た が そ の うち 丁例妊娠持続 し12例 は 流産 し

た ．こ の流産中 8 例は最初 の 予定月経 と一
致 して お こ り

　他の 4 例 が そ れ 以 後 に お き た と言 う．Smith6 −・）了ω

ぽ 以 上

に ょ り無自覚な流産の 率は従来考 えられ て い る よ りも著

　る し く高 い の で は な い か と述べ て い る．現在報告 さ れて

い る流早産頻度 は こ の 無自覚 な 初 期 流産 を 除い た も の と

解され て い る ．

　 従来 の 報告 に よれ ば 流早産率 に っ い て Bumm （1927）s，

は 9．T％ （1890），20．4％ （ユ917）と報 告 し Kopp （1934）
1 ’）

は 1 万入の 産婦の 既 往調査 で 2e5回 の 分娩に 工回の 流産

を み て い る 。同 じ く Taussig （1931）74）
は 31％ に流産を

みて い る。Javert（1957）2s〕

は 全妊娠 30’（88i［1自然流産

2545　（　8燭3％）．　未熟産　353　（　1．2％ ），　早産 1447　（　4a7
％） で あ っ た と云 う．

　 我国 で ！ま1籔 0年 日本産婦人科学会協同調査報告
s9 ＞

が あ

っ て こ れ に よ る と全妊娠 29884例 中 自然流産 δ280
，
10．8

％，早産 （8 ， 9 ヵ 月 ）　9．2％であ る．藤生 （1957）助

は 2045名 2）産科患者中 ， 自然流産 （切迫流産等 を 含む ）

は 189例 9．24％とな して い る e 我 女 の 場合，前述した 如

く産科夕卜来総数 807例中総流産 189例 ， 総早産14例，従

つ
』
ご総流産率23・4％ s

　総早産率 工．7％ である．又 こ の うち 切迫流 産率 21．7％，
切追 早産 率 1．7％ で あ る ．こ れ らの 切迫流早産につ い て

は 患者側 の 希望 で 治療を行 な わ ず 子宮内容除去術 を うけ

た 症例 が 含 まれ る た め 自然流早産率を 算出す る ⊂ とが 出

来 な い ・対稱 正 常 妊娠群既往妊娠調査では総妊娠数 1256

に 対 し 自然溺ε産 147例 11．7％ ， 早産46例37％ と な る．こ

の数字が ぼ 望 自然流早産率 を示す も の と考 え ら れ る 。自

然総流早産率 切迫流産率，自然流産率の ぞ イしそ れ は諸
報告 に よ り調査方 法 ， 対象等に差異があ る た め直接 の 比

較 は 困難 で あ るが 自然流産率 は ぽ 蛍 1．0％前後
69 燭 ，自然

総流産率17％ 切迫流産10％ （3。9〜26）
：2）　＝J　1．）S ［〉

と考 え

られ る ．　本研 究 で は 総流産率 23．4％ ， 切迫流産率2工．7
％・自然流産率ユエ・ア％，総早産率 1．7％， 自然早産率

3。7％を得た ，こ の う ち 自然流 早産率 は従 米 の 報告 と…

致す る が 切 迫 流産率 は 藤生 らの 報告 よ りは 著 る し く高

い ．尚切迫流産はそ の 大部分 の 61％〜86％ 鋤 が 治癒す る

と さ れ ， 又 自然流産中36％は 切迫流産の 症候 を 呈す る と

さ れ る （javert）？c）．

　流産の 月數別発生率 に っ い て は 従来 種 k の 報告 が あ

る。Kopp （1934）34 〕

は流産の 80％ は 妊娠F ヵ 月 迄 に 起 き

る とな し，Davis （1958）川
は 妊 娠 皿カ 月迄 の 流産 が 全

流産 の
314

を 占め る と な して い る。Javert（1957）
2 の

は

11360例 の 自然流産にっ い て 妊娠 1〜 8週 300例26．4％，

日産 婦誌 14卷12号

　9 〜16週 7131列62。8％ ， 17〜22逅1123tYLIIO．8％と報告 し

て い る ．前述 の 本邦 に於 け る 工940年 の 調査では 29884例
の 分娩中妊娠 且カ 月 の 自然流産 は 2。06％ ，皿 カ 月4．33
％ ，｝Vカ 月 1．7％ ，V カ 月 乳 2％ ，

　W カ 月O。63％ ，
　W カ

月 0．94％ とな り妊娠 虹ヵ 月 の 流産 が 最も多 い ． 藤牛

（195T）11
の 189例 （切迫流産を含 む総流産）で 妊 娠 盟 カ

月38．6％ ， 皿カ 月 46．0％， IYヵ 月 10．6％，　 V カ 月 3．2
％ ， W カ 月 O．5％ ， 班 ヵ 月 G．5％であ る。本研 究では切

迫流産の 月数別発生 率は 妊娠 E カ 月 で 最も多 く，次 い で

fiカ 月 ，　 V ヵ 月の 順であ る．切 迫流産月数別発生 率の 報

告 は 少な く比 較 す るた め の 適当な 文献が 見当らな い が，

切迫流産 の 月数別発生率は流産 の治療 に際 し自然流巌発

生率 に比 して 劣 らな い 重要性 を持 っ も の で あ り両 者が 常

に一致した 傾向をもっ も の と予 測 す る こ とは 誤 りであ る

と考 え られる。

　早産の 月数別発生 率は 本邦で は 妊 娠 W カ 月 2．67％ ， 皿

月 4．11％ （総分娩数 29884例 に 対す る 自然早簾率） の 報

告
S3）

があ る。本研究では総早産率 ユ．7％であ っ た ．

　 Ja▽ ert （1鮪 7）
25 ）

は 26491例 の 妊娠 中 に 見出 さ れ た 自

然流産 2124例 に 於 い て 母 の 年令は初妊婦 が 平均 2丁才 ， 経

産婦平均 32才 であ り， 25〜29才 で26．3％ ，
30〜34才 24．6

％，35tU3gz？19e3％ ，
20〜24才19。3％ と な る が 各 年 令 に

於 け る妊 娠数に対す る流産発生率 は高年に な る に従 が い

増加 し40才では 18。9％ （平均発生率 8。0％） と報告して

い る。藤生 （1957）m
も全 妊 娠数 に 対 す る 総流産発生 率

につ い て 19才以下7。U ％， 20〜24才 7．6％ ， 25〜29？
−

9．0％，30〜S4才 9。9％，35〜39才 ユ2．0％ ， 40 4^4 才15．8
％ ．

45〜49才14。3％ とな して い る．本研究で は 総流産 ，

総早産 ， 切 迫流産に っ い て 夫 ft年令別発龍 率及 び 実数 の

分布 を調査 した．実数分布では総流産と切迫流産との 間

にイ∫異差 な く年令別発生率でも両者 の間は 同様 で あ っ

た。

　 自然流産 と季節の 関係を C。11inS（1950）9〕iま高温期 で

あ る 7 月 に多発 し1工月 に 少な い とな し Javert（1957）2s ）

も 同様 に逋べ て い る・ Niedner （1957）
ite ｝

は 四季別発生

率 に差が な い とな し ， 藤生 （1957）
u ｝

も 同様に逋ぺ て い

る．本研究 で は 夏期 及 び 年 末 に総 流 産、切迫流産 共 に多

い 傾 向が み られ た ．早産 は 冬期 に 集 中 して み られた ．後

者 に っ い て i・；：all娠 中毒症 と共通 な 因子 が あ る もの と考 え

ら れ る ．

　流産発生 率 は経産婦 に 多 い とさ れ る ．自然流産発 生 率

に つ い て 初産婦 5・7％ ， 経産婦 9．5％ Javert （1957）25 ；

の 報告が あ る・流産の 実数に つ い て は妊 娠 数 が 第 ユ回及

び 第 2 回妊娠 に於 い て 多 い た め第 1 回 ， ce　2 回 ， 第 3 回
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E　 野

妊娠時 に 発生 す る 流産数が 全流産の
31

、 を占め る とさ れ

る ．本研究で もほ 剥司様 の 傾向がみ られ た。

Ru 。ker （1952）
e・

は流産の 既往歴 の流産頻度 5・7％・

1．回流産の 既 往 あ る 時12．5％，2回 では 17％ と な し，、

Randall　C1955）5・）も ほ S
’
同様 の 報告 を な し て い る・本研

究で も同様で あ る・

　月経周期 と流早産 に つ い て の調査 で は流産群 に軽度 に

月経不規則例 が 多 くみ られ た ．既往妊 娠調査では 月経不

規則群 に 早産発生 率が高 い こ とが み られ た ．流産 と月経

不規則 との 関係は統計」・明 らか 〔砂 る こ と力咄 来 な か つ

た．

　人 工流産 既 往 と流産発生率 に っ い て の 閧係は本統 計で

は 明 らか に 出来 な か っ た．謝 （1956）
 

は入工流産後流

早産率が 高 くな る と報告 して い る．

　習慣性流早産 の 頭度にっ い て 半 田　（1959）
ls ）

は外来

　73735例中 882例 1．2％，そ の う ち原発性 72淫 ％ ， 続発

性27．3％ と な し ，藤田　1960）
1z ） は 外来 13824例中 工．5

％ ， 松本 （196i）・a）39 ）は 外来 4417例中65例 1・14％　原発

性 65．8％ ， 続発性34．2％ と報告 し て い る．又 中島 （19

56）4B 〕46 ）

も 50036例 中 5V8例1．15％（以上い ず れ も 3回 以

　Lの流早産既往 に っ い て の 報告 ） とな して い る．本研究

では産科外来総数 807例 に対し 4・1％　総外来数3374例

に 対 しo．99％
一
ごあ る．総流早幽 こ 対す る本症患者 の 割合

は M ・lp・・ （1938）
・・）は 3．6〜 9．8％，嶋 1・筋 ・藤

田 丁．3％，松本 8．3％などと ざ れ 本研究 で は 16．3％ で著

　る し く高 い ．そ の 理山 は 研究期間中に患者 の 集中 し た こ

　と に よ る と思 わ れ る が 他方 こ の こ とは本症が最近 の 治療

の 進歩 に も か S わらず依然とし て 臨床上 重 要 な課題であ

　る こ とを 意味 して い る。

　　本 症 の 発生 と妊娠月数 の 関係では 既往流早産 に っ い

　て の 松本 （196ユ）
ss ） 39 ）

の 報告 が あ り 妊 娠 皿〜皿ヵ 月 が

　各 た 略30％で 高率となっ て い る． 本研 究 で は 妊娠 趾カ

　月33．3％，1［カ 月21．2％ ， W ヵ 月15．2％であ る．総流早

　産の 妊 娠月数別発生 率と比較 して 本症 に よる早産 の 発生

　率 ぽ著 る し く高い ．

　　好発年令 に っ い て は 諸報告と比 して 特 に差異ぽ認め な

　 い ．

　　季節 に っ い て も
一

般総流早産 と比 して特別の 差異 は 認

　 め な か つ た 。

　　本症 と対稱正 常妊娠群 ， 総流早産群と の 各 rt の 既往妊

　娠歴を 比 較 し興味 あ る結果が得 られた．即 ち平均妊娠回

　数は 本症 が 5．9回 ， 総流早産群 32 回 ，対稱正 常 妊娠 群

　 2．1回 とな り本症では 著 る し く妊娠 回数が 多 い ．又 既 往

　に 於ける 正 常産数百分率は 本症 で は14。S％ で あ る に比 し
』

1027− 13

て 対稱正 常 妊 娠群では 54．6％ ， 総流早産では 41．1％で著

る し く正常産率が 低 い ．こ れ は松本
se ）es ）

の 報告の 3回 以

上の 流早産患者の 生児期待率 23．1％ に近い ．尚 Speert

（1954y
・・

は 4 回 以」流 産既往患者 の 成児分娩率 71％ と

な して お り， 本症 の 治療 の 可能性 を示 すもの とも考え ら

れ る 。又 各 々 に流 産間隔の 平均は 6．3カ 月 で あ っ て 対稱

に 比 し著 る し く短 い ．こ の こ と は習慣性流早産の 原因 の

一・
っ と して 考慮 す

’
べ きで あ る と考えられ る．尚習慣性流

早産の 原因として 人工 妊娠中絶 の 影戳 竃考 え られ て い る

が （松本
・糊 謝

・・

）添 症既往妊 娠調査では そ の 関係 は

明 らか で な い ・

　月経 との 関係では 本症患者初経年令 に っ い て 半 田

　（1959）
ls ）

は初経晩発例が多 く子宮発育不全 を そ の 原因

とな し ， 月経不規則 は本症 で対稱例に比 し 1．5倍に な る

と述 べ て い る．本研究で は 初経年 令 に は対稱に 比 し著差

を み な か つ た が 月経不規則群は 1．8倍の 多 き に達 し，尚

一般 流 早産群中に於 い て 月経不規則群 の 増加 は少 な く本

症 が 性周期異常 と密接 な 関係 の あ る こ と を証 し得た ．

　 一・・
般 に流早産に 関：｝

一
る統計は 既往妊娠歴 に っ い て 行 な

わ れ た も の が多 く，した がっ て そ の 流早産とは治療 を行

な わず に流早産の 終 了 した もの　及 び 治療に か S わ らず

予後不良だ つ た症例 の 集計 で あ り ， 且 つ 患者 の 記憶 に よ

る た め に 若干 の不正確 さ を有して い る．他方流早産 の 臨

床 に とっ て 重要 な の は予 後良好な も の を含 め た 切 迫流早

産の 実態 で あ る．従来 の 報告 は と もすれば こ の 両者の 区

別 を 明 らか に す る こ とな く扱 つ て い た 傾向が あ る・本研

究で は こ れ らの 混乱 を避け る意昧 に於 い て 切迫流早産を

　中心 とした諸統計 を行 な い ， あ わ せ て 既 往調査 に よる 自

然流産を 集計し た．臨床上 取扱われる流産の発生 率，あ

　る い は 予後に関す る基礎的数字と して は切迫流産 の そ れ

　を よ り重視 す る必 要あ る もの と考 え る．

　　　　　　　　　 IV 　結 　　論

　　昭和34年 4 月 よ り昭 和35年 12月 迄 の 鳥取大学医学部産

　婦人科撤室 に於ける流早産患者 に っ い て 諸統計を行な つ

　 た 。

　　1） 総流産 は 産科外 来患者 80V例中 189例23．4％ ， 切

　迫流産 175例21．7％ ， 総早産 14例 1。7％，又 習慣性流阜

　産33例 は産科総数に対し ， 4．1％ ， 総流早産 に対し16。3

　％ で後者 は高率であ る．尚既往調査 に よ る自然流産発生

　 率 は 11．7％で あ る．

　　2） 月数別総流産発生 率 は妊娠 丑カ 月に最 も多 く次い

　 で妊娠 皿カ 月2？。1％，V カ 月11．3％ ，　 jvヵ 月 9．9％で切

　 迫 流産発生 率もほ 到司様 の 傾向が み られ た ．
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切迫流早 産，習 慣性流早 産 の 統 計 的研 究

　　3） 年令別総流 産実蠍 に於 い て は26〜30才36．9％，次

　い で 2エ〜％ 才26．9％，31〜35才18。5％ とな る．年令別発

　生 率 は 高年 に な る に したが い 増加す る．切 迫 流産，早産

　 に於い て もほ ま同様であ る ．

　　4｝ 総流産及 び 切迫流産 とも に夏期 に発生 率が 高 い ．

　他方 早産 は冬期 に 発生 率が 高 い ．こ れ は 季節 の 他 に 就会

　的行事の 影響 を考慮すべ き であ る ．

　　5） 経産婦 鯲 い て 初産婦眦 しく・｝
’
：
’
　x
“1．賠 の 総流

　産発生 率 をみ た ．他方 早産 は む し ろ経産婦群 に発生率が

　低 い ．

　　6） 既 往症 に 於 け る 流 F産発生 率 は対稱 正 常妊娠群で

　は流産11．7％ 早産 3．7％ ， 総流産群では流産 21．7％ ，

　早産 4。5％ ， 総 ［尹産群では流産40％，早産16％ と な っ

　た ．一
般 に流産を反復す る に っ れ て 流産発生率が高 くな

　 る ．

　　？） 流早産発生 率 と人 工 流産との 閧係は妊娠 既 往調査

で は 明 らか にす る こ とは 出来 な か っ た．

　 8） 初潮年令 と の 闃係は 流早産 の 初潮19．6才 ， 早産群
14．1才 ， 対穩 正 常 妊娠群で は15．0才で初潮年令に 著差 は

認め られ な か っ た 。又 月経周期 との 関係 は 月経不規則 群

は流産群 26．5％ で 対稱 正 常妊娠 の 22．7％ よ りや h 高い ．
他方 早産群では 不規則群 7．2％ で あ っ た．尚産科外来

　807例 の 既往妊娠 を 月軽規則 ， 不 規則 に 分類 した 調査で

は 月経不規則群に 早産既往が 著 る し く高 か っ た ．

　 9） 習慣性流早産は 総外来tw3374例 に 対 し 33例 0．99
％ ． 産科外米総数 807例に対し 4。1％

， 総流早産 203例
に 対 し16．3％で33例の 内譯は原発 性 15例 45％ ， 続発性 18

例55％ である．症状初発月齢 は妊 娠 皿 月及びW 月 に多 く

み られた。好発年令は 31〜35才 42．4％，26〜30才 33．3％，
21〜25才18．1％ で あ っ た ．又夏期 に多 く発生す る傾向が

み られ た。本症患者 の 平均妊娠 回数 は 5．9回 で著 る し く

高 く，他方 正 常産 の 既 往 を有す る もの は対稱 正 常 妊 娠群

54．6％ s 流早産群 41。1％ で あ る に比 し て 本症では 14。8％
と著 る し く少ない 。 又 既 往早産数 19．4％ ， 既往流産数

48。O％は
一
般流早産群，対稱 正 常妊 娠群 に 比 し て 著 る し

く多 い ．本症患者 の 月経歴 は初潮平均 14．3才，月経周期

規則群 60・6％ ， 不規則群89．4％であ つ て一
般流 早産，対

稱 正 常妊娠群 に 比 し性周期異常が 多 くみ られ た．

　以 上総流産．切 迫 流 産 ， 早産 ， 習慣 性 流早産 ， 及び自

然流早産 の 各 々 にっ い て の臨床的諸統計を行 な っ た．臨

床上 は切迫流産に関する 諸統計を よ り重視す べ き も の で

あ る と考 える．

　 （稿 を終 る に 臨 み ，終 始 御懇 篤 な る 御指導 と 御校 閲 を

日産 婦 誌 14卷 12号

嬲 つ た 恩 師酷 鞭 及 び 綾助 救 授 に 衷心 よ り深 飆 し ま

す ）．

　尚本 論 文 の
一

部要 旨 は 第 12回 近 畿中 国 四 国連 合 産婦 人

科 学 会，第 12 回 日 本産 婦 入科 学 会 総会，第 13回 口本 産 婦

人 科 学会総会 に 於 い て 発表 し た ．
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〈 新 し く錠剤と内服液が で き ま した〉 瀛
・

完

注

卜

圏 O 才
〜80 才まで …

年 令 ・症 状 に あ わ せ て E 蛋 白 代 謝 の 改 善 ・体 重 の 増 方理
・体 力 増

強 ・発 育 促 進 ・組 識 新 生 促進 に 乙 廈 用 く だ さ い 。

网秀 れ た 蛋 白同化 ホ ル モ ン

蛋 白 同 化 作 用 が 強 い 、 男
．
遊 化 作 用 が ほ と ん ど な い か ら 男 女 の 別

を 問 わ ず ま た 小 児 に も安 心 して 匝 え る 優 秀 な 蛋 白 同 化 ホ ル モ ン

　で す 。

鹽 用法 ・用量

鬮 マ ク ロ ビ ン 注
　通 常 、弖回 1〜2cc宛 、週 2 〜3回 筋 肉 内 に 注 射

　 し ま す 小 児 で は お よ そ そ の 半 量 を用 い ま す

幽 マ ク ロ ビ ン 鏥

　成 人 ；通 常 1日 呂鍵 を 数 回 に 分 け て 内 服 し

　 　 　 　 ま す

　　　児 ：通 常 1日 半 錠 〜1錠 を 内 服 しま す 。　 小
　未 熱 児 ：通 常 1日 半 錠 を 数 回 に 分 け て 哺 乳 時

　 　 　 　 に ミル ク等 に 混 入 して 内 服 しま す 。

国 マ ク ロ ビ ン 内 服 液

　 未 熟 児 ：通 常 1E旦〜2ccを 哺 乳 時 に ミル ク 等

　　　　 に 混 ぜ て 服 ま せ ま す 。

　 小 　児 ：通 常 1日2 溜5CCを 内 服 し ま す 。

懸効能
早 産 児

・末 黙 妃 の 発 育 促 逸 栄 萋轡 審 ・消 純 院

疾 患 、栄 養 不 風 病 後 回 復 期 、術 觚 術 後 の 体 力

保 詩 創 面 の 治 癒 促 進 、外 蕩 ・火 傷 の 肉芽 形 成

促 進 、涯 後 の 衰
．
弱 、妊 娠 悪 阻

躙包 装
錠 　　　　　30T ，　 1eOT
内 服液 　 20cc・　 6Dcc
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